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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・事業計画の計画・分担をカンファレンス内で話し合っていきます。
　　⇒進捗状況の確認を行うので、各自考えておいてください。
・9月7日(月)～11日(金)　仙台リハビリテーション専門学校1年生実習あります。
　担当は蕨野となっています。
・10月病棟リハプロ行事あり、22日給水タンクを貸し出します。
・9月19日（土）秋祭りでポットと計量カップを貸し出します。前日の夕に借りに来ます。

・水道メーター取り換えの案内が来ています。日程は未定ですが、9月11日～10月15日頃までの間で実施予定です。作業中は10分～30分程度水が止まります。

　中に入る必要がないので、土日に行う予定で依頼済み
・ストレスチェックを実施しましょう。
・シルバーウィークの計画を立てて行きましょう。
・抄録提出9月15日ですが、スタッフへ添付して意見を貰っていく。
・普段利用しているガソリンスタンドが9月16日～11月中旬頃まで工事の為休店の為、馬場頭交差点付近のエネオス根城店での給油になります。
・生活道路の速度が30㎞/時と変更になりますので、送迎時や通勤時気を付けて下さい。
・データベースの更新を9/9（水）までにPC入力してください。
＊訪問看護の事業所・曜日・訪問の頻度
＜利用者様情報＞

デイケア
・河村　哲久様～本日利用日ではないが架電後来所している。プログラムに参加せずに表情活気無く俯いて過ごす事が多い。担当スタッフの休憩中にドア付近で待つことがあり、声掛けを要している。「急に来てごめんなさい。」と謝罪あり、月曜日の電話の件は全く触れない。ヘルパーが中止になったが、惣菜やカットされた刺身等購入出来ていると言う。手の爪が伸びている為入浴後に切るように促すと応じている。
・村山　吾朗様～顔色が悪いように見える（両眼瞼に軽度の皮膚黄染あり）と伝える。倦怠感等の不調の訴えは聞かれないが、昼食後に生活指導にて横になり過ごしている。午後のプログラムには普段通りに参加出来ている。
・寺沢　彩　様～9/9より朝の送迎を月・水に病院から青陽館まで利用となる。
ショートケア
・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア

・稲垣　ふき様～12:50頃、クッションを入れていた袋を青風荘に忘れたから帰って持ってくると話しスタッフに無断で施設に戻ろうとすることあり。クッションを利用して欲しいことを伝えるとやや易怒的になっている。実際、袋は職員が預かっていたためクッションを入れて渡すと「ありがとう」と受け取り落ち着きを取り戻している。その後クッションは利用せずホールでテーブルに伏せて過ごしている。また、体の傾きが強く歩行状態の不安定さもある為転倒に注意していく。
・三浦みよ子様～昨日夕方、岡崎さんと堀切川さんが話している様子を見て、イライラ感を訴え、頓服薬服用している。
【見学/体験利用、会議等予定】
・杉若　泰行様～ID：10933　湊病院より紹介　男性　55歳　統合失調症　馬渡Dr
　　　　　　　　7/14（火）11:30外来受診後の見学対応。
　　　　　　　　　→7/29（水）1回目の体験利用
→2回目の8/5（水）は不調によりキャンセル、8/12（水）は悪天候が予想されるためキャンセル、8/19(水)は体調不良の為9/2（水）へ変更➝悪天候のためキャンセル、次回は検討後に連絡頂く予定。
＜事業分担進捗状況＞

　〇プログラム再編成担当　主：蕨野　副：鳥谷部・松村

　　・アルコールプログラムを月曜日から火曜日に変更していく。
　　・アンケート結果より、就労している利用者様が利用したくなるようなプログラムを立案していく。
　
〇祝日行事企画担当　　　主：鎌田　副：藤田・眞角

　　・祝日の利用率が低くなっている。外出プログラムが減ってから少なくなっている。
　　　外出プログラムに替わる魅力的なプログラムを検討し提供していく。
　
〇ご利用相談会　　　　　主：鳥谷部　副：藤田・古川

　　・外来でパソコンを置いてデイケアの紹介を流してはどうかとの提案があり。
　　　機材、場所、操作方法などについての検討が必要

　　・外来で相談会を行っていく⇒実施日、頻度、対応スタッフ、告知方法等の検討
　
〇青陽館だより　　　　　主：鎌本　副：鎌田・細海
　　・利用者様向けと事業所向けを統合したものを作成したが却下される。
・今月中に秋号の記事テーマ案を作成する。
〇食事提供無償化　　　　主：斎藤
　　・だいだいの小盛り弁当を無償提供する案で試算によると17回以上の利用で収益が上がる予定。財団にはまだ話をしておらず、可能であれば利用者様にも意見を聞いてみたうえで財団に相談していく。
